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NRIグループのMVV体系 (2023年4月～)

(普遍的)

企業理念

Mission＆

Values

(時限的)

セグメント成長戦略

中期経営計画

Vision

NRI Group Vision 2030  (V2030)

使命

創発する社会

私たちの価値観

コーポレート・

ステートメント

2030年のNRIグループの姿

成長ストーリー

サステナビリティ基本方針 (マテリアリティ)

ビジョン・

ステートメント
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私たちの存在意義は、持続可能な未来社会をつくることです

使命

創発する社会

コーポレート・

ステートメント

夢と可能性に満ち、豊かさを実感する、活力ある社会

人々の英知がつながり、環境にやさしい持続可能な社会

強くてしなやかな、安全で安心に満ちた社会

社会に対して：

新しい社会のパラダイムを洞察し、その実現を担う

お客様に対して：

お客様の信頼を得て、お客様とともに栄える

Dream up the future.

NRIグループの企業理念
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2023年度からの新ビジョンにて、マテリアリティを再設定します

マテリアリティ：「持続可能な未来社会づくり」と「NRIグループの成長戦略実現」のために2030年に向けて重点的に取り組むテーマ

社会資源の有効活用を通じた

最適社会の共創

社会インフラの高度化を通じた

安全安心社会の共創

デジタル社会資本の充実を通じた

活力ある未来社会の共創

個々の知を組織力に昇華させる

知的資本の創出・蓄積

多様なプロフェッショナルの挑戦・成長による

人的資本の拡充

ビジネスパートナーとの協働による

地球環境への貢献

ステークホルダーとの関係強化による

社会的責任の遂行

戦略的なリスクコントロールを実現する

ガバナンスの高度化

価値を生み出す

資本

経営基盤

(ESG)

創出する価値

※KPIは新ビジョン・中期経営計画に合わせて2023年4月公表予定
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創出する価値：「持続可能な未来社会づくり」を実現

創出する価値 主な取組み2030年にめざす姿 (目標)

デジタル社会資本の充実を通じた

活力ある未来社会の共創

・ビジネスモデル変革

- DXコンサル、アナリティクス

- ソーシャルDX (マイナンバー活用、地方創

生など)

- D2C、金融デジタル事業

・社会・制度提言、情報発信 など

社会資源の有効活用を通じた

最適社会の共創

・ビジネスプロセス変革

- 戦略/業務/システムコンサル

- バリューチェーンDX (CO2可視化、サーキュ

ラーエコノミーPF創出)

・ビジネスPFによる共同利用促進

- STAR, BESTWAY など

社会インフラの高度化を通じた

安全安心社会の共創

・持続可能な社会インフラ実現

・ITインフラ変革

- セキュリティ、クラウドサービス

・安定サービス運用

・防災･減災政策提言･復興支援 など

優れた人的資本・知的資本と、そこから価値

を生み出すためのデジタル社会資本が充実

し、あらゆるひとが豊かに暮らす、活力ある社

会の実現に貢献している

ビジネスプラットフォームの共同利用、データに

よるリアル空間の可視化や予測等を通じて、

社会資源 (人材・公共財・知的財産等を含

む) の有効活用や自然資源の循環等、ス

マートな社会の実現に貢献している

社会インフラやデータが、災害やサイバーリスク

に強く高度で安定稼働するIT基盤によって守

られ、あらゆるひとが安心して様々なデジタル

サービスを享受できる、強くてしなやかな社会

の実現に貢献している
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価値を生み出す資本：人的資本と知的資本が価値共創の源泉

価値を生み出す資本 主な取組み2030年にめざす姿 (目標)

多様なプロフェッショナルの

挑戦・成長による

人的資本の拡充

・一人ひとりの成長機会の拡大

・ダイバーシティ&インクルージョンの定着

・成長ストーリーを実現するケイパビリティの増強

など

個々の知を組織力に昇華させる

知的資本の創出・蓄積

・ビジネスモデルの進化 (ソフトウェア資産の拡充等)

・進化し続けるブランドの形成 (情報発信のコンテン

ツ充実等)

・事業展開を支える組織ケイパビリティの強化

(品質監理、生産革新等) など

高い専門性や多様な価値観を持つ人

材が集い、プロフェッショナルとして自律

的に挑戦・成長し続ける場を生み出し、

価値創出につながっている

個々の知を組織力に昇華させる優れた

知的資本 (ビジネスモデル・ブランド・ケ

イパビリティ) を創出・蓄積し、価値創

出につながっている
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参考) 成長戦略を実現するNRIグループの“知的資本”

NRIグループの知的資本

卓越したビジネスモデル 進化し続けるブランド

事業展開を支えるケイパビリティ

組織力を高めるナレッジ 組織力を支えるプロセス

コンサルティング 優れた洞察力ITソリューション

• 政策提言

• 市場予測・調査 (知的資産創造、

ITロードマップ等)

• 未来創発フォーラム、情報発信 など

特許権 著作権 商標権 意匠権

• 業界・業務知識、技術知識

• 顧客の経営課題認識

• 提案書、報告書、調査データ など

• 開発・運用ドキュメント

• ソフトウェア資産

(共同利用型サービス、デジタルIP、

アルゴリズム等) など

• コンサルティングフレームワーク、業界ネットワーク、実行支援ノウハウ、

アナリティクス手法・ツール

• ITソリューションノウハウ・規程（NRI標準フレームワーク、プロジェクトマネジメント、

システム運用、データセンター運営等）など

高度な実現力

• 品質、顧客満足度

• 社会インフラとしての実績

• 業界トップ企業への

サービス実績 など

• 品質監理（NRI-QMS、システム開発会議、 情報セキュリティ管理、

パートナー推進等）

• 生産革新（各種ツール、エンハンス業務革新活動、製品・技術情報等）

• 事業開発（事業評価委員会、研究開発委員会、ステージゲート管理等）など

◼ コア領域でこれまで蓄積してきた知的資本により、個の力を組織力へと昇華させ、さらに競争力を高める

信頼感・企業イメージコンソリューション
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経営基盤 (ESG)：NRIらしいESGをサプライチェーンへ拡張

経営基盤 (ESG) 主な取組み2030年にめざす姿 (目標)

ビジネスパートナーとの協働による

地球環境への貢献

・温室効果ガス排出量削減・再生可能エネ

ルギー利用の促進 (Scope1＋2)

・Scope3における温室効果ガス排出量削減

に向けた対応 など

ステークホルダーとの関係強化による

社会的責任の遂行

・従業員のウェルビーイング

・人権・労働慣行に関する取組み (AI倫理な

ど含む) 

・パートナー企業との協力関係強化、ステーク

ホルダーやコミュニティとの関係形成 など

戦略的なリスクコントロールを実現する

ガバナンスの高度化

・グループ全体でのガバナンスと内部統制シス

テムの整備・運用

・統合リスク管理 (ERM)

・品質監理、情報セキュリティ管理の強化

・情報開示促進と透明性向上

・コンプライアンスの徹底 など

再生可能エネルギーのさらなる高度利

用を進めるとともに、Scope3を視野にビ

ジネスパートナーと協働しながら、自然資

本への配慮と持続可能な地球環境づ

くりに貢献している

ステークホルダー (ビジネスパートナー、従

業員、社会など) との良好な関係を形

成し、健全な雇用・労使関係、人権へ

の配慮等、サプライチェーン全体で社会

的責任を遂行している

グループ・グローバル全体で長期視点の

リスクコントロールを実現するため、戦略

に応じたリスクテイクも含む、バランスの

取れたガバナンスに取り組んでいる
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2 NRIグループの価値共創の取組み
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社会価値 施策 取組み状況 (2022年4月～12月)

活力ある未来

社会の共創

DXの推進
基幹系システムのDX、業界トップ企業のDXコンサルなど通じ、社会のDX変革をリード

KPI) DX関連売上 3,286億円

新たなビジネスモデル創出
JRとの共同サービス「どこかにビューーン！」など、協業による新たなDXサービスを創出

KPI) 提携件数(JV・自治体支援など) 0件

社会提言・制度提案の発信
未来創発フォーラムで「デジタルの先にある日本の未来」をテーマに社会提言

KPI) 大手5紙NRI記事取扱件数 56件

最適社会の

共創

ビジネスプラットフォームの

サービス拡大

みずほ証券へSTAR-IV導入。共同利用型サービスが拡がり脱炭素に貢献

KPI) ビジネスプラットフォーム売上 949億円

ビジネスプラットフォームを通じた

顧客の環境効果創出

ESGの代表的な指数・格付DJSI World、MSCI・AAA、CDP・Aリストを今年度も獲得

KPI) 共同利用による顧客のCO2削減量 98,517トン

最適社会に向けた変革への

貢献

GXリーグの事務局を担当し推進。保険会社向けマイナンバー生前収集サービスが拡大

KPI) 業務改革関連サービス(DX1.0ab)事業規模 前年比+5%

最適社会を実現する

ITインフラ構築への貢献

大阪第二データセンターの第二棟を建築、太陽光発電設備を設置

KPI) クラウド・DCサービス事業規模 前年比△1%

安全安心社会

の共創

社会インフラの高度化への

貢献

マイナポータルと連携するe-私書箱、公的個人認証e-NINSHOの利用がさらに拡大

KPI) 公共関連サービス事業規模 前年比+17%

情報セキュリティへの貢献
信頼性の高いデジタルトラストの提供を推進、日本企業のセキュリティ向上を目指す

KPI) セキュリティ・安全安心への投資額 83億円

稼働システムの品質の

キープアップ

システムの安定稼働のため、総合連動点検や大規模障害運用訓練を継続実施

KPI) 財務的・社会的に重大な影響を及ぼす情報システム障害件数 0件

価値共創の取組み状況を継続的にモニタリング
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DX3.0を通じて、デジタル社会資本の創出に挑戦

ソーシャルDX

インフラDX

バリューチェーンDX

未来に希望を持って生きることができる社会の実現

未来にわたりひとと地球にやさしい産業の実現

生活や産業を支える社会インフラの安全安心の実現

行政サービスのデジタル化 マイナンバーを基盤とした市民の利便性向上

地方創生・地域スマート化 地方DXの推進、スマートシティなど社会基盤の充実

金融サービスの新たな広がり デジタルアセットなどの金融資産の新たな活用拡大

バリューチェーン最適化/トレース 環境共生と経済効率の両立、CO2可視化

サーキュラーエコノミーPF創出 資源有効活用による環境共生

インフラライフサイクル変革 持続可能でレジリエントな社会インフラ実現

CN※に資する金融インフラ創出 脱炭素など、市場の創造や高度化

※ カーボンニュートラル

活力ある未来社会の共創

最適社会の共創

安全安心社会の共創
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ソーシャルDXで、金融系サービスのロードマップを実現
活力ある未来社会の共創

最適社会の共創

安全安心社会の共創

2030年

•テーラーメイド化 (自動で最適な行政・サービス)

•エージェント化 (本人に代わる判断・役務)

•自己情報コントロール (完全な自己情報の掌握)

2025年

◼ マイナンバーカード1億人保有を視野に、市民ID-PFや電子ポストサービスなどマイナンバー関連サービスを整備

•金融機関への制度適用 (保険生前収集、銀行預金付番等)

•ガバメントクラウド (行政手続きワンストップ、公的給付等)

•法定調書の電子提出・通知 (税務、職域、年金等)

1億人がマイナカード保有、利活用拡大 個人に最適化された政策・サービスの実現

本人をデジタル空間で再現
(市民ID-PF、電子ポストサービス等)

税や社会保障のワンストップ化

などで、さらに利便性を向上

控除証明書取引報告書 源泉徴収票

雇用契約書 医療・投薬 健康診断

税務申告 就労・社会保険

行政申請・給付

資産運用

医療情報管理 教育・学習

エージェント

機能拡大

NRIのマイナンバー関連サービス
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公的個人認証サービスで保険会社の業務を高度化
活力ある未来社会の共創

最適社会の共創

安全安心社会の共創

◼ NRIのe-NINSHO(公的個人認証サービス)を、多くの保険会社が幅広い用途で利用

◼ これによるマイナンバーの生前収集で、保険会社の業務・サービスが劇的に「進化」する可能性

保険会社の事務効率化とサービス高度化によって、生活者の利便性も向上

保険会社
必要な情報をリクエスト

結果を応答※ (個人特定・生存情報・死亡情報・住所情報)

事務効率化 / 安全性向上 サービス高度化

オンラインで厳格に本人確認、

年金支払時など正確に現況把握

死亡情報を把握したら、保険会社

から能動的に保険金の請求勧奨

手続き時にマイナンバーカード使用

(証明書・住民票等の提出不要)

契約者死亡時、手続き忘れ・不明

などで保険金を受け取れない・・・

※リクエストがなくとも、内容の変化を掴んだら能動的に連携
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GXリーグ推進を支援し、脱炭素社会の実現に貢献
活力ある未来社会の共創

最適社会の共創

安全安心社会の共創

◼ GXリーグは、2050年カーボンニュートラル実現と社会変革を見据えてGX(グリーントランスフォーメーション)に

挑戦し持続的な成長を目指す企業が、同様の取組みを行う企業群や官・学とともに協働する場

◼ GXリーグに参画する企業は、新たな市場の創造に向けて連携しながら、足元の活動として自主的な

排出量削減実践の取組みも行う

GXリーグが提供する3つの場 GXリーグの段階的発展

出所) GXリーグ設立準備事務局「GXリーグ準備期間(2022年度)の活動について」 、2022年5月11日

2022 賛同企業募集

実証事業開始

2023～ 第1フェーズ

GXリーグ本格稼働

2026～ 第2フェーズ

排出量取引市場と

して本格稼働

2031～ 更なる発展
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NRIはGXリーグで政策形成の中心的役割を担う
活力ある未来社会の共創

最適社会の共創

安全安心社会の共創

◼ NRIがGXリーグの事務局を務め、全体のコーディネーターを担当。GX実現に向けた日本企業の多様

なニーズを吸い上げ、政策に反映していく

◼ 特に政策形成の分野では、NRIのシンクタンク機能やコンサルティングを通じた貢献が可能。

また、ITサービスの領域でも、GXの実行に向けて貢献できる取組みを進める

GXリーグ推進におけるNRIの役割

全体を

コーディネート

自らも参画

生活者

GX企業群

679社 (基本構想に賛同した企業数、2023年1月現在)

イノベーション創出企業GX推進金融

GX実践企業

官 学

意識変革 教育浸透

技術革新

供給基盤

の整備

価値提供・市場創造 応援 / 購入

※注：2022年度現在 (2023年度については未定)

※注
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「デジタルトラスト」でデジタルツインの信頼性を確保
活力ある未来社会の共創

最適社会の共創

安全安心社会の共創

◼ 今後、ビジネスとテクノロジーの融合はますます進み、デジタルツインが新たなビジネスモデルをもたらす

◼ NRIグループは、デジタルツイン上で企業が業界を超えて共創できるための、トラスト基盤を提供する

アイデンティティ管理 データ保護 セキュリティ管理

信頼できるサービスか都度確認せずに

ユーザが任意のサービスを行き来できる

ユーザの個人情報がどう使われている

のかを透明性をもって説明できる

他社の製品・サービスとの連携等も

踏まえたセキュリティ対策がされている

3つの対策と

めざす姿

NRIセキュアの考える「デジタルトラスト」とは・・・

企業(お客様)を保護し、ビジネスを保護し、社会の要請に応えることで、仮想空間の信頼性を確保すること

フィジカル空間 サイバー空間

個人 分人

※受益するサービス

単位の別人格

ID・トラスト データ・トラスト サービス・トラスト

サプライチェーン・トラスト

ソーシャルDX、バリューチェーンDX、サーキュラーエコノミー、グリーンDX・・・

安全安心社会の共創

トラスト基盤

アズ・ア・サービス
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NRIグループの新マテリアリティ

マテリアリティ：「持続可能な未来社会づくり」と「NRIグループの成長戦略実現」のために2030年に向けて重点的に取り組むテーマ

社会資源の有効活用を通じた

最適社会の共創

社会インフラの高度化を通じた

安全安心社会の共創

デジタル社会資本の充実を通じた

活力ある未来社会の共創

個々の知を組織力に昇華させる

知的資本の創出・蓄積

多様なプロフェッショナルの挑戦・成長による

人的資本の拡充

ビジネスパートナーとの協働による

地球環境への貢献

ステークホルダーとの関係強化による

社会的責任の遂行

戦略的なリスクコントロールを実現する

ガバナンスの高度化

価値を生み出す

資本

経営基盤

(ESG)

創出する価値

NRIグループの人的資本経営

柳澤

NRIグループのESGへの取り組み 桧原

NRIグループの価値共創 / 知的資本 (既述) 此本




